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	応用
	抗原情報
	背景
	ミトコンドリア呼吸鎖の終末酵素であるシトクロムc酸化酵素は、還元されたシトクロムcから酸素への電子伝達を触媒する。本酵素は、ミトコンドリア遺伝子によってコードされる3つの触媒サブユニットと、核遺伝子によってコードされる複数の構造サブユニットからなるヘテロ多量体複合体である。ミトコンドリア遺伝子によってコードされるサブユニットは電子伝達に機能し、核遺伝子によってコードされるサブユニットは複合体の調節と構築に関与している可能性がある。この核遺伝子は、マウスのサブユニットVIcと77%のアミノ酸配列同一性を有するサブユニットVIcをコードしている。この遺伝子は前立腺癌細胞で発現が上昇している。染色体16p12に偽遺伝子が見つかっている。 [RefSeq提供、2010年7月],機能:このタンパク質は、ミトコンドリア電子伝達系の末端酸化酵素であるシトクロムc酸化酵素の核コード化ポリペプチド鎖の1つです。,類似性:シトクロムc酸化酵素サブユニット6cファミリーに属します。,
	研究分野
	酸化的リン酸化、心筋収縮、アルツハイマー病、パーキンソン病、ハンチントン病、
	画像データ
	

	COX6C抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COX6C抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	COX6cポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

